
 

 

 

重点目標 わたしも みんなも 大切にする子  【校長 田中正信】 

 

 

 

 

 

 

 

  先日、３年生のクラスで道徳の授業を行いました。 

 

 

 

 子供たちの意見は『絶対に乗せる』『乗せるかも』『迷う』『乗せないかも』『絶対に乗せない』の

5 つに分かれ、それぞれの立場から考えを伝え合いました。「自己責任って言っているから、乗せて

あげる」「会社のきまりだし、もしも事故があったら他のゲストに迷惑がかかる」「せっかく来てくれ

たのだから、乗せてあげたい」など、多様な視点から活発な意見が交わされました。 

 

  話し合いを経て、授業の後半に改めて自分の考えを問い直すと、当初「絶対に乗せる」と言って

いた子が「やっぱり、安全のためのきまりだから乗せない」と変化したり、逆に「本人が責任をとると

言っているから乗せてあげる」という考えに行き着いたりと、心の揺れ動きが見られました。結論は

一つではありませんが、根底にある「きまり」について、「みんなの安全や幸せのために守るべきも

の」という大切な本質を、どの子も理解できている様子でした。 

 

  道徳の授業の最終的な目標は「道徳性を養うこと」です。しかし、たった 45 分間の授業で急に

養われるものではありません。道徳性とは、山に降った雨がゆっくりと山肌に浸透し、長い年月をか

けて地下水として湧き出るように、様々な人や場面との出会いを通して徐々に、そして確実に育まれ、

実践へとつながっていくものです。 

 

  子供たちは、これまでの人生（親や友達との関わり）の中で培ってきた自分の考えを道徳の授

業で出し合うことで、新しい見方や価値観を発見していきます。単に善悪の判断をさせるだけでな

く、人と関わっていく中で、よさや意義、難しさ、多様さを理解することこそが、道徳の授業で求めら

れています。 

 

  近い将来、あるいは遠い未来に、子供たちが授業で扱ったような葛藤する場面に遭遇するかも

しれません。そんな時に、自分はどうあるべきかと「よりよく生きる」判断ができ、行動できる人にな

ってほしい。その「いつか来る日のため」に、道徳の授業は年間 35回積み重ねられています。 

令和８年５月 2６日（火）５月号その４     №８ 

令和 8年度 

学校組合立牧之原小学校 

学校だより 

＜あなたがキャストならどうしますか？＞ 

 今回のねらいは、「きまりがある理由」を考え、きまりを守って行動する態度を育てることです。授業で

は、ある有名なテーマパークの事例を扱いました。「安全上の理由から、車いすを利用されている方は

ジェットコースターに乗れない」というきまりがある中、あるゲスト（お客さま）が「責任は自分で取るか

ら乗りたい」と主張します。子供たちに「あなたがキャスト（従業員）ならどうしますか」と投げかけ、それ

ぞれの考えを出し合いました。 

 

 



低学年：チェッコリが好きすぎて滅！の練習より 

                        
 

 

 

 

 

 

 

   

  

＜運動会に向けて！＞ 
 

 

 いよいよ今週末（３０日）

になった運動会。どの学年部

も練習に熱が入っています。  

 暑さが心配されるこの頃で

すが、家の方にかっこいい姿

を見てもらおうと子供たちは、

張り切って練習しています。  

  当日は、安全面に配慮し

ながら、子供たちの精一杯の

姿をお見せすることができる

ように支援してまいりますの

で、保護者の皆様は、熱い応

援を子供たちへお願いしま

す。 

 5 月 25 日(月）には、『協力平 魂込めて』の出

場者オーディションが行われました！ 

 【波】と【漁師】のそれぞれのパート別にオーディシ

ョンが行われ、緊張感漂う中で演技が披露されまし

た！ 

 結果は、見事に全員合格！！高学年に混ざって運動

会の最後を飾る演技を、まさに魂込めて披露できる

ことを楽しみにしています！ 

 

 

  

 

 

 


